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第２回サービス連携高度化部会 議事録 

 

日 時： 令和５年１月 19日（木）１３：３０～１５：３０ 

場 所： 富山県民会館４階 ４０１号室 

出席者： 委員名簿のとおり 

 

１ 開会 

 

２ 挨拶 

 

●田中交通政策局長 

みなさん、こんにちは。本日、富山県地域交通戦略会議の第２回サービス連携高度

化部会を開催しましたところ、委員の皆様には大変お忙しい中ご出席いただきまして

本当にありがとうございます。 

楠田委員には、オンラインでのご参加ありがとうございます。また、本日はデータ

分析等をご専門としておられます、太田様を参考人としてお招きしております。あり

がとうございます。委員名簿にも記載がありますが、サービス連携高度化部会ではデ

ータの話にも及びますので、参考人としてご専門の方もお招きしているところです。 

ご案内の通り、昨年６月の富山県地域交通戦略会議の立ち上げ以降、持続可能な地

域公共交通の確保に向けた計画策定につきまして、議論を重ねてきているところであ

ります。全体会議もこれまで３回やっていますが、昨年９月の２回目の全体会議では、

すでにマスコミの皆さんからも報道をいただいておりますけど、戦略の基本的な方

針・考え方についての議論・まとめを行いまして、また 11 月に開催しました第３回

の全体会議では、この戦略の目標についてそれぞれご議論いただいて、ご了承もいた

だいているところです。 

本日はこれまでの議論を踏まえまして、県民の皆様にわかりやすい形で、地域交通

の目指すべき姿を示せるように、委員の皆様方、各交通機関の方、また目的地でのビ

ジネスに携わっていらっしゃる方、それぞれご出席いただいていますので、そのよう

な皆様の取り組み・サービスの連携高度化が図られるよう、検討・ご議論をいただけ

ればと思っております。 

皆様方には、それぞれの立場から忌憚のないご意見を賜りますようお願いいたした

いと思います。本日はよろしくお願いいたします。 

 

３ 議事 

 

（１）地域交通におけるサービス連携高度化のあり方について 

 

●長尾部会長 
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ただいまから第２回サービス連携高度化部会を開催いたします。各委員の皆様のご

協力のもとで、会議のスムーズな進行と活発なご意見が出るように、議事の進行に努

めたいと思います。ご協力よろしくお願いいたします。 

これまでの富山県地域交通戦略会議や各部会では、バックキャスティング型の計画

策定ということで、戦略の基本的な方針・考え方や全体目標に関して、まず議論をし

てきました。 

今後はこの基本的な方針・考え方等に基づいて、具体的な施策についての議論に、

本格的に入っていくことになりますが、本日の部会では、今後の議論の円滑化や、県

民の方々をはじめとしたステークホルダーにも分かり易く、議論の方向性を発信して

いくことを目的に、地域交通ネットワークの目指すべき姿を整理するための議論をこ

れから行っていきたいと思います。 

では、本日の部会の議論の進め方について、事務局に資料を用意してもらっていま

すので事務局から説明をお願いいたします。 

 

●事務局 

（資料１、資料２、資料３、資料４に沿って説明） 

 

●長尾部会長 

次に本日の議論の参考となる取り組み事例を紹介いただきます。トヨタモビリティ

富山の品川委員に説明をお願いいたします。 

ご存知のように、品川委員は富山 my route 推進協議会の一員として、トヨタグル

ープが開発する MaaS アプリ「my route」の県内での導入・普及に携わっておられま

す。 

品川委員からは「my route」に関する最新動向をご報告いただき、改めて「my route」

の狙い、目指している将来像などを紹介いただきたいと思います。 

 

●品川委員 

富山 my route 推進協議会で会長を務めておりますトヨタモビリティ富山の品川と

申します。 

前回のサービス連携高度化部会では、「my route」のビジョン、目指すところ、サー

ビスの内容、そして今後の取り組み予定のお話をさせていただきました。今回は、こ

れまでの取り組みの実績、またそこから得られた結果の分析について、ご報告したい

と思っております。 

県内導入２年目となります 2022 年度の「my route」の目標を改めて振り返ります

と、導入が目的であった初年度を受けて、２年目の今年度は富山県内での日常使いの

拡大を掲げて、様々なＫＰＩを設定しております。 

具体的には、県民の皆さんの利便性が向上する交通サービスの提供、より多くのモ

ビリティサービス・交通モードとの連携を進め、県内交通をシームレスにつなぐ MaaS
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アプリとしての地位確立に努めたいと考えております。 

一方で、その目的地であります観光・商業としっかり連携して、お出かけしたくな

るサービスの提供という方針を掲げまして、県民の皆さんが使いたくなる、お得で魅

力的なサービスの提供、交通と観光を組み合わせた、様々な新しい形のサービスの提

供を目指して参りました。 

また、アフターコロナを見据えた観光振興も、この「my route」の大きなゴールの

一つになっております。そして掲げている具体的なＫＰＩですが、まずダウンロード

数を累計 1 万 8,000 件、県民 50 人に１人のレベルのダウンロードを目指したい。ま

た日当たりのアクセス数であるＤＡＵ（デイリーアクティブユーザー）を、140 件と

いうレベルを目指したいという数字を掲げました。これは１年目の結果に基づいて設

定したものでございます。 

それから２番目のＫＰＩとして、ルート検索利用者数を１日 55件。また 10月に連

携しましたバスロケーションシステムの「my route」経由の利用者数を、日当り 15件

に増やしたい。それから３番目のＫＰＩとしまして、デジタルチケットの累計販売枚

数を 1,300枚まで伸ばしたいという目標を掲げて取り組みました。 

その結果について途中経過のご報告になりますが、この棒グラフがダウンロード数

になっておりまして、昨年末時点で 1 万 6,000 件を超えて順調に伸ばし、1 万 8,000

件の目標は捉えられるところまで参りました。また線グラフがデイリーアクティブユ

ーザーになりまして、こちらも目標の 140件を超える月が何回かございました。 

３月と 11 月は大きなイベントを行いましたが、この後説明しますが今後アプリの

全面リニューアルも控えておりまして、ぜひ年度末には定常ベースで目標達成したい

と思っております。 

続いてＫＰＩの 2 番目でありますルート検索、それから 10 月に連携したバスロケ

ーションシステムの利用者数を、棒グラフと線グラフにして表しております。こちら

は目標のルート検索日当たり 55件、またバスロケ日当たり 15件がまだ遠くなってお

りますが、この２つを大幅にてこ入れするアプリのリニューアルを今後予定しており

まして、後ほど説明させていただきます。それからデジタルチケットの販売実績です

が、累計 2,032枚を販売しまして、目標はすでに達成することができました。 

なおこちらのグラフからは、とやまノーマイカーウィークの限定切符であるとか、

後ほど説明します１日乗り放題切符の半額キャンペーンの数字は除いておりますの

で、定常ベースで当初の目論見を超える販売を達成することができております。 

その要因になりましたのが、資料６ページでご覧いただいています多くのデジタル

チケット、中でもこの「岩瀬おさんぽフリーチケット」、「とやま１日乗り放題きっぷ」

がヒット商品となりまして、キャンペーン抜きで目標の達成に繋がったと考えており

ます。 

特にヒット商品「岩瀬おさんぽフリーチケット」ですが、販売実績が順調に伸びて

おりまして、非常にお得な値段で市内の電車・バスを６時間乗り放題となり、ご覧の

ような岩瀬のすてきなお店のクーポンが 1,000 円分ついてくるというチケットでご
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ざいます。 

このチケットがどういう経緯で誕生しかたというと、私どもの協議会にご参加いた

だいている月刊「Ｔａｋｔ」を編集発行されているシー・エー・ピー様、また富山地

方鉄道様、そして私どもトヨタ関係各社の主に若手のメンバーが、こんなチケットが

あったら喜ばれるんじゃないかという構想を立てまして、そのアイデアを岩瀬地域の

商店、店舗の皆さんにお話したところ、ご賛同をいただきまして、非常にお得感、満

足感のある商品が完成したわけです。ぜひこの成功パターンを今後横展開していくと

いうことが重要だと考えております。成果としましては 10 ヶ月間で 575 枚販売する

ことができました。 

また次の８ページですけれども、前回取り組む予定と申し上げました、この 10 月

31日から 11月 6日の２つのイベントをフックに「my route」の利用促進を図ろうと

いう試みでございまして、この富山市内全域でイベントが開催された「まちめぐり富

山」という催しと、あと 11 月 6 日の「富山マラソン 2022」では県外からも多数のラ

ンナーの方がご来場されるだろうということで、この「my route」による各交通機関

のシームレス乗車体験、また観光施設等の割引ＱＲコードクーポンをご利用いただく

ことで、お得感、満足感、新しい発見を、資料の右にあります「とやま１日乗り放題

切符」と組み合わせて訴求できないか、ＰＲできないかという企画を考えました。 

特にこの「とやま１日乗り放題切符」については、この期間中限定で半額キャンペ

ーンを実施しようということを、参加者である各施設さん、富山地方鉄道さん、あい

の風鉄道さんはじめ交通事業者の皆様にもご同意をいただきまして、展開をいたしま

した。 

結果的に大成功であったわけですが、実はこのとやま１日乗り放題切符は、紙ベー

スで 2016年から県庁さんに音頭をとっていただいて既に発売されていたものを、「my 

route」によりデジタル化したところでして、もともと自治体の旗振りがあって、また

今回のデジタル田園都市国家構想予算も含めたご支援をいただいて、実装されたチケ

ットであるということでもあります。また今回は特に地域のイベントと連動して行う

ことができたということが、非常にうまくいった原因であると考えております。 

とやま１日乗り放題切符半額版の販売実績でございますが、累計で 1,157枚という

ことで、1,200 枚限定で発売したところ、結果的にほぼ見込み通りの販売になりまし

た。また、事前購入いただいた方が約３分の２ということで、デジタルならではの強

みを発揮することができたと思っております。また実際このイベント期間中、特に富

山マラソン当日にも多数ご購入いただくことができまして、この後ご説明しますが各

種ＰＲが効いたものというふうに考えております。 

どのようなＰＲを行ったかと言いますと、富山駅構内に大型看板を設置させていた

だきまして、公共交通を乗り継ぎいただく通行者の方であるとか、富山駅をご利用に

なる「my route」をまだご存知ない方にも訴求することができまして、私どものスタ

ッフが期間中常駐したわけですが、そちらでご説明することでスマホを触って購入検

討されるというケースも多々ございました。こういったブースや立て看版を見て興味
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を持っていただいた方々に、使い方を丁寧に説明させていただいて、このイベント期

間中のダウンロード数や利用者数の増加に繋がったものと考えております。先ほどの

資料にもございましたが、例えば恒常的にデジタルサイネージ等で駅の目立つところ

に情報提供を行うということは、非常に効果があるものと考えられます。 

また、このとやま１日乗り放題切符の利用実績を分析いたしますと、どういった場

所にこの期間行かれたかといったデータも取ることができました。 

富山市内や高岡市内の観光スポットが多く出てまいりまして、このデータから推定

しますと、購入者のみなさまは、あいの風鉄道さん、富山地方鉄道さん、万葉線さん

をご利用になって、この割引クーポンが使える観光地に行かれたということが見えま

した。またこの 11月は、富山、北陸地区に加えて首都圏、中京圏、関西圏と、実際ご

購入いただく場所が日本全国であったということです。またこのとやま１日乗り放題

切符を駅員の方や乗務員の方にお見せになられた場所は、富山駅、高岡駅に集中する

と同時に、そこから乗り換えてライトレール沿線であるとか万葉線沿線であるとか、

沿線の観光スポットにいらっしゃったというデータも得られました。 

12ページ戻りますが、実際の移動データ等を元に、様々なお得感、満足感、新しい

発見を提供できるサービスを、ぜひ複数の交通機関や複数のプレーヤーの皆さんに参

画、協働をいただいて充実させていくためには、さらなるコラボレーションが必要に

なりますので、取りまとめ役として自治体の方々、また各種観光、商業の振興団体様、

また業界団体様、地域のお世話役の皆さんのご協力があれば、スムーズにいろいろな

企画プロジェクトの輪が広がっていくのではないかと考えます。 

13ページですが、駅構内でも様々なイベントを「my route」推進協議会として開催

しましたが、駅というのは、本当にものすごい集客力・宣伝力がある場所です。２日

間通して、シー・エー・ピーさんと一緒に「Ｔａｋｔマルシェ」を開催し、県内の人

気店の皆さんに富山駅構内にマルシェ形式のご出展をしていただいたのですが、ほぼ

全店舗完売ということで、もっと持ってくればよかったとおっしゃる店主さん多々お

られましたし、また感想として、富山駅の集客力に驚いたと、ぜひまたお願いしたい

という声を皆さんからいただきました。 

その他の企画についても、すべてほぼ満員となりまして、やはりこの交通の結節点

としての駅は、いろんなイベントを行うのに非常に適した場所であるということを、

自社の店舗で毎週末イベントやっている私どもとしましては、大変うらやましく感じ

た次第です。 

また写真が２枚ございますけども、駅という場所は比較高齢者の方も多くいらっし

ゃるということがよく分かりまして、高齢者の皆さんも、今日日ほとんどスマホを持

ってらっしゃいまして、私どものスタッフがしっかりとご説明をさせていただくこと

で、この「my route」をダウンロードいただきご利用いただいているところです。 

この「my route」をダウンロードいただくことで、マルシェ店舗の割引クーポンが

もらえるという仕掛けも作ったのですが、たくさんの方にご利用いただくことができ

ました。そういったことで利用の裾野も広がっていくものと期待しております。 
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またアプリ上の仕掛けといたしましては、こういったイベント、また県外の方が多

い富山マラソン期間中に、飲食店のお土産、またマラソン走られた後の銭湯のクーポ

ン情報を表示したところ、非常にアクセス数、閲覧数が多かったという結果も出てお

ります。またこの期間、スマホのポップアップ通知も頻繁に出させていただいて、そ

れをタップすれば「my route」に入っていくというような取り組みもさせていただき

ました。 

結果、15 ページになりますけども、この富山駅周辺、またマラソンゴール地点で

様々なイベントを行った結果、当日のダウンロード数、またＤＡＵが大きく跳ねると

いう結果になっています。 

こういった取り組み結果に加えて、冒頭に申し上げたアプリのリニューアルを１月

28日に予定しております。「my route」の弱点であるところをすべてカバーする大リ

ニューアルとなっておりまして、ＵＸという言い方しますけども、まさにこの画面の

使い勝手のよさを飛躍的に向上させることを目的としております。 

これまでは、まずユーザーＩＤを入れ、パスワードを入れて入っていただく必要が

あったのですが、それを不要にいたしまして、どなたでもダウンロードさえしていた

だければ自由に使え、デジタルチケットを購入いただく際、また決済が発生する際に

のみ、ユーザーＩＤとパスワード入れていただくという形に、大幅にアクセスを改良

させていただきます。 

また画面も非常にわかりやすくなり、先ほど課題と言っておりました検索であると

か、バスロケーションシステムへのアクセスもステップを短縮しまして、飛躍的に利

用頻度が上がるものと考えております。 

ちょっと具体的にお話いたします。まずｍｙステーション機能という、日頃利用さ

れる駅を登録できるようにしまして、そこを１回タップすると、その駅やバス停に関

わる様々な情報が一度に表示されるというシステムでございます。 

１回タップするだけでバスロケシステムに繋がりまして、時刻表であるとか、今バ

スがどこにいるのか、何分遅れなのかということも見えるようにするということで、

検索、またバスロケの利用が飛躍的に増大するのではないかと期待しております。 

それから、ｍｙチケット、ｍｙコレクションという新機能についてですがで、同じ

く最寄りのバス停、電車の駅以外に、よく使う、ないしは行きたいイベントを登録す

ることができ、そこをタップすれば、一度登録した目的地やイベントに即アクセスで

きる機能になります。またその目的地周辺のいろんなイベントや、その他の観光地、

飲食店なども繋がって出てくるという機能を追加いたします。 

また 19 ページですが、そのおすすめスポット、おでかけメモが表示され、最近の

スマホのアプリは皆そうですけれども、ユーザーの方の好きな場所、好きなジャンル

に応じて情報がどんどん出てくるという個別カスタマイズ機能が追加されることに

なっております。 

またルート検索機能も、大幅にスピードアップ、利便性アップを図っております。

高齢者の方にもわかりやすいビジュアルになっております。 
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以上、弱点だった部分を補って、より一層県民の皆さんの、また富山にいらっしゃ

る県外・インバウンドの皆さんのウェルビーイングの向上に向けて、多言語対応も含

めて今年度中にインフラとしての更なるレベルアップを実現したいと考えておりま

す。 

まさに交通事業者さん、そして観光・飲食・商業をはじめ目的地の皆さん、そして

街の賑わい・地域社会の発展という、交通事業者よし、目的地よし、地域社会よしの

「三方よし」に貢献する、日常使いの「おでかけアプリ」を目指して、さらに進化し

サービス内容の向上に努めてまいりたいと思いますので、今後ともどうぞよろしくお

願いいたします。 

 

●長尾部会長 

「my route」の内容も精度が上がり、サービス・機能が向上した状況が良くお分か

りになったと思います。ただいまのご報告に対して質問等かなりあるかと思いますが、

後程予定しております質疑応答・意見交換の時間でまとめてお伺いすることとさせて

いただきます。 

続きまして、本日ゲストでお越しいただいているトラフィックブレインの太田社長

様から説明をいただきたいと思います。太田社長は、バスロケーションシステムで得

られるデータ分析等を通じて、交通サービス改善に取り組んでおられます。 

本日は、本日の部会の議論に先立って論点の一つである、乗り継ぎの円滑化に資す

る情報提供の充実や、データを活用したサービス改善の手法と、計画策定に向けた議

論の参考となる情報について、ご紹介をいただきます。それでは、太田社長、よろし

くお願いいたします。 

 

●太田参考人 

皆さんはじめまして。トラフィックブレインの太田と申します。私はもっぱら交通

のデータ分析、コンサルティングをやっているものです。 

前職は５年前にナビタイムジャパンにおりまして、実は「my route」の裏側の経路

検索システムはナビタイムが提供していますが、そこで経路検索の開発だとか、ビッ

グデータの分析をやっておりました。今はもっぱらバスのことばかりをやっておりま

して、遅れの改善をするだとか、データを標準化して、オープンにして、どんどん使

ってもらう、そんな取り組みをやっております。 

最近は、熊本でプロジェクトをやっておりまして、渋滞を半減させる。そのために

車１割を削減すると公共交通の利用は２倍になる。このような取り組みもやっており

まして、後程、いくつかの事例として、この熊本から出てきた話もご紹介しようと思

っています。 

さて、今日の話題ですが、まず富山県の現状を振り返ってみます。富山県では、バ

スのＧＴＦＳ－経路検とかバスロケの情報を規格化したもの－これがオープンにな

っていて、それが「my route」をはじめいろいろな経路検索に使われています。これ
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は全国でもトップクラスの状況です。 

ただ、逆に言えばそれ以外はというと、まだまだやることがあるということで、今

日は情報提供と交通計画、その両面のためにデータをどのように充実していけばいい

か。そんなお話をしたいと思います。 

まず情報提供についてです。皆さん、経路検索はどんなサービスを使われてますか。

最近はＧｏｏｇｌｅ一強状態の中で、昔からあるヤフーナビ、ジョルダンなどがそこ

そこユーザー数を稼ぎながら「my route」のような新しいものも出てきてると、そん

な状況です。 

バスだとか、鉄道だとか、歩きだとか、いろいろひっくるめて案内をするには、こ

のような情報サービスの活用は不可欠です。ですが、情報サービスはどうしても人気

があるものに集まります。どれかを普及させようと思ってもなかなか思うように普及

するわけではないというマーケットです。 

とりわけ、観光客にとってＧｏｏｇｌｅは非常に強くて、私も今日富山駅に降りて

お昼何食べようかなという時に、第１候補はやはりＧｏｏｇｌｅです。星 4.1の和食

屋に入る、次に行き方として地鉄のバスが出る、そういう使う方が非常に多くて、こ

この影響力はやはり見過ごせないです。 

そのために、すでにあるいろいろなデータとか機能を、できるだけ標準的な形式に

そろえてオープンにしていく。そしていろんなものに使ってもらうこれが、非常に大

きなポイントでして、私はこのような開かれた、仕組みをオープンＭａａS って勝手

に呼んでいますが、それが大事だと思っています。 

資料の星取表を見ていただきますと、「×」が結構あります。バスの基本的な経路検

索ができるようになっていますが、実はリアルタイムのバスロケがまだＧｏｏｇｌｅ

で見れなかったり、乗り放題のチケットも、「my route」では見れるけど他では見れ

ない、シェアサイクルやオンデマンドも他のサービスではなかなかたどり着けない、

そのような状況です。 

実はそういう対応をすることについては、いろんな事例がありまして、バスロケを

Ｇｏｏｇｌｅで見れるというのは他の地域ではかなり広がってきていますし、シェア

サイクルもＧｏｏｇｌｅでは出来るようになっている。「my route」でもですね、福

岡ではデマンド交通の検索ができるようになっていたりしてます。ただフリーパスも

ジョルダンが出したようなものに対応していまして、今日乗ってきた北陸新幹線の予

約はＧｏｏｇｌｅから飛べるようになっているとか、最近いろいろな進化を遂げてき

ております。 

こういうような時にやっぱり大事なのは規格化であり、オープンにしていくという

こと。こうしていくことで、それぞれの出口が広がっていくというところが大きなポ

イントになってきます。 

先ほどＧｏｏｇｌｅが非常に使われているということだったのですが、熊本市でア

ンケートとってみると、住民も観光客も６割Ｇｏｏｇｌｅで来るんです。結構ショッ

キングで、私以前ナビタイムで経路検索のログデータ分析を論文にしていたので、富
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山でどれぐらい使われてるか調べてみたんですが、年間で 390 万件、1 日で 1.1 万件

ぐらい使われていたんですが、それ以上にＧｏｏｇｌｅが使われている。Ｇｏｏｇｌ

ｅ一強状態でして、ここまでくると、ちょっとどうかなという危機感もありつつ、そ

うは言ってもこの影響力は見過ごせないと。こういうものにいかにつなげていくか非

常に大事になってきます。 

それからついついＭａａS というと経路検索ばかり目が行きがちですが、富山県で

取り組まれているサイネージだとか媒体も非常に重要です。最近熊本が取り込んでい

る例ですが、ＪＲの駅が上熊本というところにあるんですが、そこに私鉄と市電とバ

スが乗り入れている。それぞれのデータのＧＴＦＳを作りまして、サイネージで一網

打尽に見られるようにする。そのようなことをやっています。かかった費用は、60イ

ンチぐらいのモニターが一番高かったんですが、全部合わせて 10万円ぐらい。 

それから同じデータを使って、おうちにおけるちょっとしたサイネージをですね、

町のエンジニアの方が作って、ちょっと話題になったんですが、これ 5,000円ぐらい

です。 

最近取り組んでいる紙の配布、1 枚数円です。こういうように、濃淡いろいろあり

まして、いずれにしても、もう勝手に交通の情報が目に入ってくる。そういう環境を

いかに作っていくのかということがポイントになってきます。 

これが、11月に配布していた「Ｍｙ時刻表」というものなんですが、出発地と目的

地を入れるとそこを直通するバスだけを会社横断的に表示してくれるというもので

す。バスの時刻表って、いろいろ行き先とか系統とか書いてあって、結局どれに乗れ

ばいいんですか、ってなります。それを解決するために、本当にあなたが行くところ

にたどり着けるバスだけを表示してあげます。 

そういうものを作ったところ、結構好評でして、ターミナルで配布したらひっきり

なしにお客さんやってきました。これどこに貼るんですかっていうと、３分の 1ぐら

い家の中の冷蔵庫に貼る、これ日本の文化だなと思っています。 

そして本当の高齢者よりは、おばさんぐらいの世代が非常に多く持って帰って、こ

れはいいなということで。商店街で配ったり、今度高校の入学式でもブースを設ける

予定ですが、意外とローテクにも実はＧＴＦＳが使われていると。これがオープンの

ＭａａSの世界です。 

というふうに情報提供はわかりやすいのですが、一方で、今県として計画を立てら

れていると思いますが、そこにもこのデータというのは非常に重要です。とりわけ、

鉄道以外で、面的に地域をカバーしているバスですが、バスの弱点はやっぱりどうし

ても定時性です。渋滞の影響を受けてしまうということで、鉄道に比べて満足度はど

うしても低くなってしまう。 

しかもコミュニティバスは閑散地なので渋滞はそんなにないですが、地鉄さんのバ

スですと真ん中を走っているので、渋滞の影響を受ける。非常に苦しい中運行されて

いると思うのですが、お客さんは厳しくて、許容値は５分以内だという方が６割なん

です。なのでこれは、いつも達成できるわけではないけれども、なるべく達成しない
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といけない。 

この対策のために一番考えられるのは情報提供です。これもうすでにやっているよ

うに、遅れるのは許容して、せめて次善策として情報をお伝えし、イライラしないよ

うに或いはあらかじめ待っているようにすると。 

ついついこの遅延対策というと、専用レーンを引いてとか、道路を拡幅してとか、

ハードルの高い策で速達化するところに、ついつい目が行きがちなんですが、そこま

でやらなくても遅れるのは許容して、毎日遅れるのであれば、あらかじめダイヤをず

らしておこうと。そういうことであれば、比較的簡単にできて、これであれば、お客

さんにとっては待たずに済む、乗り換えの失敗も起きづらくなる。そのようなことが、

バス会社さんと一緒にやるだけでも、出来るようになります。 

その事例を紹介します。というのも私これが専門の一つでして、岡山で５年前に開

発したシステムがあり、バスロケーションの日々のデータを蓄積して、なるべく実態

に合ったダイヤを自動的に引く、こういうシステムを開発しました。 

バスというのはダイヤよりも早く出発すると、早発といいまして、規則違反になっ

てしまいます。なので、どうしても遅れ気味になってしまうのですが、そうは言って

もぎりぎりのところを引いていこうということで、毎日のデータ分析で程よいところ

に引き、なおかつ時間調整できるところではちょっと寝かせると。 

そんなような仕組みを作ったところ、岡山で効果てきめん、遅延が半減したんです。

これダイヤ改正一発です。というように非常に遅れのひどかった路線でも効果があっ

たということで、京王バスさん、それから今熊本のバス５社で導入をしているという

ところでございます。 

この分析の触りをご紹介しますけれど、富山地鉄さんのデータです。ＧＴＦＳリア

ルタイムで公開され、非常に先進的なことをされていますので、状況がよくわかるん

です。平日と休日でどれぐらい遅れているか調べてみますと、平日の朝は 8分ぐらい、

夕方 9分ぐらい、それから土曜の日中は７分ぐらい遅れている。この辺がなかなかし

んどい時間帯だということが分かるわけです。ですので、先ほどの５分以内というの

はなかなかこの時間には達成していない。 

ちょっと細かく見てみますと、どうしても長い路線は遅れがちなんですよね。高岡

からやってくるような路線、朝夕ですね、途中で遅れてくると、橋を渡る手前で遅れ

が拡大したり、富山市街に入っていくにつれて遅れが拡大する。その所々、遅れを解

消するような時間設定もされていますが、それもちょっと大味なところがある。 

今は非常に詳細なデータがこうやって手に入るようになりましたので、より実態に

近いダイヤを引けるようなってくる。これは５年ぐらい前では絶対できなかったこと

ですので、ぜひやっていけると効果が高いのではないかと思います。 

遅れるのはもうしょうがなくて、渋滞しているからなんです。所要時間どれぐらい

かかっているか、速度がどれぐらいなのか、右側の図で示していますけれども、こと

ごとく橋を渡るところなんです。神通川をどこの橋で渡っても 10 分ぐらい余計にか

かるというのが富山の街だと。いうことを私も理解したのですが、ここはどんなに時
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間を遅らせても、ダイヤをずらしたところで遅いのは変わらないので、やっぱり速達

化が必要になってくると。 

そのためには、車の移動時間を分散させることもありますし、鉄軌道に寄せるもあ

りますし、いずれにせよ、車の過度な集中を解消していくこと、これが富山の街全体

をスムーズにしていくことになってくるんじゃないかと。この神通川横断の交通分担

のあり方、これが富山の都市圏の肝だなと感じたところです。 

実際システムを導入したらどれぐらいの効果が見込めるんだろうか、試算してみま

した。ちょっと詳細省きますけれど、毎日の遅れをあらかじめ盛り込んでおくという

ことを仕組化していますので、そういうことをやれば、遅れ５分以内率は、どうやら

39％から 67％に上がる。４割から３分の２ぐらい、ということで、まあまあ時間通り

来るよねというようなバスに生まれ変われるのではないかと思います。 

こういう情報システムの策だとかソフト的な策って、いまいち効果が見えづらいと

いうのが、よく言われることなんですけれども馬鹿にならないんです。遅れの時間が

仮に１分、全部のバスで短縮したらどれぐらいの効果があるのか、試算してみますと、

年間でお客さんの待ち時間 10 万時間減らせるんです。これ金銭換算すると、大分控

え目に見積もっても 8,400万円ぐらいの効果がある。これ、おそらく掛かる人件費だ

とかいろいろ含めても 1,000万円とかそれぐらいだと思うんですけが、ビーバイシー

（benefit by cost）で言うと８倍です。1年間で元が取れる、それくらい実は費用対

効果が高い策だったりします。 

おそらく、利用者の増加にもじわじわ効いてきまして、ちょっとえいやっと、ざっ

くりですけれども、４割利用者増にはね返るとすると、3,400 万円の増収にもなるん

ではないかと。遅れ１分短縮は、それぐらいの規模感で、効いてきます。 

特に道路に策を打たなくても、バス会社とデータで頑張ればできるようになるとい

うことで、まずはできることをやっていきながら、その上で、例えば税金を入れても

っと増便するだとか、道路をもっと公共交通を優先する仕組みにするとか、とういう

ことを訴えていくと、いい順番ではないかなというふうに思っています。 

それからデータはサービスレベル－これおそらくこの後、県さんの議論の中心にな

るテーマだと思うんですけれども－、これの分析にも使えます。 

サービスレベルの一番重要な指標は運行頻度、１日何本走るかということなんです

が、富山市のアンケートでも、50％の人が満足するのは、満足というか普通まで入れ

て、まあこれぐらいなら良しとするかというレベルがどれぐらいかというと、１時間

に２本ですね。ざっくりと 1日 30本ぐらいです。 

それからバス停までの距離は 300 メートルぐらいならまあ満足するが増えてくる

と。国交省の基準も実はそれぐらいでして、この 30 本 300 メートルというのが一つ

基準になってきます。 

どこのバスが 1 日 30 本満たせているか、意外とすぐ分からないです。これすぐ分

かるようにするシステム、実は２年前作りまして、このＧＴＦＳを使うとですねボタ

ン一発で地図上に、どこに何本走ってるか分かるようになります。 
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実際やってみました。バスと路面電車はですねＧＴＦＳを使って、富山県内のすべ

ての路線の運行頻度を数えました。一見ほとんど網羅されてるように見えるんですけ

れども、30 本以上のところはどれだけ残るかというと、ほとんど消えてしまいます。 

なので、実は富山県内で基幹的路線といえるようなところはこれぐらいしかないん

です。鉄道も、あいの風とやま鉄道と地鉄の本線は 30 本以上ありますけど、それ以

外は 30 本未満である。ですので、本数を増やさないとまず議論として始まらないん

じゃないかなというふうにも思うところです。こういうことを見えるようにする、そ

れから考えていくためにも、データが非常に重要になってきます。 

ここまではバスの供給、ダイヤとかそういう話だったんですけども、じゃあ何に乗

ってくれたのか、実績も非常に重要なデータです。 

先進的なことをやっているのは熊本でして、バス５社で、ＩＣカードの分析システ

ムというのを共通で入れて、社員であればログインしてＷＥＢツール上で、どこで何

人乗って降りていて、収入で幾らなのか、この月は、この日は、この時間は、この便

は、というのを調べられるようなツールを作っています。 

これ 1,200万円ぐらい開発費をかけたのですが、これのおかげで、本当に、いつで

もサクサク調べられるようになりました。これ交通の学会でも表彰されたんですけれ

ども、私も実は使わせていただいていて、これをもとにいろんな計画を立てています。 

ついついＩＣカードがないとこういうことが出来ないんじゃないかと思われがち

なんですが、実はほとんどバスは、紙ではこういうデータを作っているんですね。作

って国交省への報告を出して、その時に明細を全部捨てられているんですね。でもそ

の捨てられているデータをきちんと入力し直せば、同じようなことは出来るんです。

コミュニティバスでも、調査日は１日のデータかもしれないですが、同じようなこと

が実は出来るということで、諦めちゃいけないかなと思います。 

何でこのように見える化しているのかといいますと、他の交通と比べられると、こ

こがポイントです。 

これは、全国の車と鉄道とバスの、どれぐらい人が流れてるのか、車が流れてるの

か、一網打尽に地図にするというようなことを去年つくりまして、これ全国版がある

ので一応富山もあります。一応といったのは、残念ながら鉄道と道路の大ざっぱな数

字しかないということなんですが、首都圏はこの緑色の鉄道一色の中です。富山はオ

レンジ色の一般道路一色ということが一目でわかるわけです。 

全国版はこれぐらい荒っぽいんですけども、熊本だけはスペシャルなデータを導入

しています。先ほどのバスのＩＣカードのデータも入れていますし、パーソントリッ

プ、ちょっと古いのですが 2012 年のデータを使うと、期間の時間帯ごとの通過人員

なんかも分かるわけです。 

平日を見てみますと、郊外は道路が万単位で、それに対してバス 100台単位という

ことで２桁少ないぐらいのバスの利用なんですが、中心部は、車とバスと市電が拮抗

している。結節点にある駅のところですね、バスに乗り換えてるかって、あんまりそ

うでもないな。そんなようなことが見えてくるわけです。 
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これが朝の７時どうなのかというと、緑の鉄道が急に存在感大きくなっているんで

す。やっぱりピーク輸送力は鉄道が非常に高い。ということで朝だけは幹線道路並み

に役に立ってる鉄道。おそらく富山もこんな状況なんじゃないかと思います。しかし、

あまりデータがないのでバスはさっぱりわかりませんし、鉄道もあいの風とやま鉄道、

全線で一つの数字ぐらい荒っぽいものになっていまして、分析するには物足りないの

で、ぜひ基本的な状況を理解するためにも、時間帯別の鉄道の通過人員、乗降客数ぐ

らいはですね、普通に手に入る、そんな関係は必要なんではないかなと思います。 

何でこんな地図の話をしているのかと言いますと、ＳＵＭＰでもよく言われていま

すけれど、きちんと市民の皆さんに対応するというのが大事なんですよね。 

この交通の学会で対話してきました。タッチパネルを置いて、皆さんの街見れます

よとやったところ、大盛況でして、いろんなコメントをいただきまして、いずれにし

ても、道路と公共交通が並べて見れるのが分かり易い、他の地域の状況と比べられる

のが分かり易い、直感的に表よりも分かる。非常に会話が弾んだんですよね。 

こういうことが富山県でも必要ではないかなと思っています。更に先ほどから車の

話が出てきています。何のために公共交通を充実させるのか、街づくりのためもあり

ますし、やっぱり車をどう減らすのか、そこが非常に重要になってくるわけです。そ

のためには、相手を理解する必要がある。車をきちんと公共交通の文脈で理解するこ

とが大事なんじゃないかと思います。 

ですので、パーソントリップがあれば、このようにどこの地域どれぐらいの交通分

担なのか一網打尽にわかります。これが出来ればいいのですが、出来ないにしても、

車側のデータは実はたくさんあります。警察のデータをこのＪＡＲＴＩＣがオープン

データにしていまして、どこの道路に何時何分に何台来ていたのか、５分間隔で実は

オープンになっています。 

それから時速何キロで走っていて車がどこからどこに抜けていくのか、先ほどの橋

が渋滞してる、じゃあその橋を通っている車はどこからどこに何台抜けているんだと、

そのような形ではもうわかるんです。ホンダさんのデータを買ってもいいですし、国

交省のデータを借りてきてもいいんですが、そういうようなことは熊本で当たり前に

やっています。特にデータがあればいろいろなことができるのですけど、ちょっとま

だデータが足りない。 

その中で県が率先してやっているところがありまして、山形県では、このＧＴＦＳ

だけではなくて輸送実績ですね、報告書だとかＩＣカードのデータも、完全にオープ

ンではないにしても関係者には共有できるようにするとか、交通以外のデータ、先ほ

どのＥＴＣ2.0、車の流れのデータだとか、施設の一覧のデータ、こういうものをなる

べくオープンにするというなことを取り決めていて、これは公共交通計画と連携して

策定しているんですね。 

それから先ほどからいろいろデータ出てきていますけれども、人の流れのデータと

いうのは携帯電話のデータが非常に使えまして、パーソントリップ調査をしなくても、

このＫＤＤＩさんのデータを買って、バスを無料にしたらどこの歩く人が増えたのか、
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そんなことを岡山市さんが分析をされていたりします。こういうアプローチもあるか

なと思います。 

というような事例ですけれども、情報提供のためには、データ整備として引き続き

バスロケだとかＧＴＦＳのデータの質の向上がまずは必要になってきます。富山のバ

スのデータはひと癖ふた癖あるデータでして、普通のデータにしたいなというのが、

思っているところです。 

それからＧＴＦＳはバスだけではなくて鉄道にも使えますし、似たようなものでオ

ンデマンドの規格もありますし、シェアサイクルの規格もありますので、何か交通サ

ービスを入れたのであれば、データをオープンにする、ＡＰI をオープンするまで必

ずセットでやる必要があります。 

それから計画のためのデータはいろいろありますが、やっぱり公共交通のＩＣカー

ド、種類はいろいろかとは思いますけれども、これらを日常的に分析できるように、

権利関係だとか、ツールだとか、或いは人的な研修だとか、そういうところも含めて、

日常的なものにしていくことが必要かと思います。それから車、人の流れも含めて理

解できるようにしていくと。これがまずは、基礎的なものになると思います。これら

をひっくるめてですね、計画だとか評価のプロセス、それから指標を作っていくこと

になるのではないかと思います。 

それでですね、いろんな検討した結果或いは状況を市民の皆さんと、私これ「デー

タを肴に対話」って呼んでいるんですが、アイデアベースだけではなくて、きちんと

事実を踏まえた上で議論していけるような環境を作っていく必要があるだろう。 

これを市町村さんが個別にやるのは、どう考えてもいろいろな負担が大きいので、

県が非常に重要な単位になってくると思いますので、ぜひ取りまとめていただけると

良いんじゃないかなと思います。 

以上です。 

 

（２）質疑応答・意見交換 

 

●長尾部会長 

ありがとうございました。質問等は先ほど申しましたが、意見交換の時に、お出し

いただければと思います。 

これから各委員の皆様がたのご意見を伺っていくわけですが、冒頭に申しましたよ

うに、年度内に第４回の富山県地域交通戦略会議が設定されているわけですが、そこ

における地域交通ネットワークの目指すべき姿の整理に向けて、これから議論を行っ

ていきたいと思います。 

具体的には、資料３の論点ペーパーに基づき、富山県の地域交通ネットワークの中

で、乗り継ぎがどのような位置付けになるか。地域交通ネットワークを構築するには、

どのような取り組みの方向性が考えられるか。その他、サービス連携高度化の観点で

どのような検討が必要になるか、ご意見を伺って部会としての考えをまとめていきた
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いと思います。 

また、今後の部会で具体的な施策を検討するにあたって、議論が必要と考えられる

論点についても、あわせて資料３に列挙されています。こちらについては、本日の部

会で結論を出すことはしませんが、もし今の段階で何かご意見等があれば、あわせて

各委員の考えをお聞きしたいと思います。 

事前に事務局、品川委員、太田社長から紹介のあった情報も参考にしながら考えや

ご意見をお聞かせいただきたいと思います。先ほど申しましたが、品川委員、太田社

長からの紹介いただいた内容について質問がありましたら、各委員が発言いただく際

に合わせて、ご質問をお願いいたします。 

それでは私の方から指名した順に発言をお願いいたします。時間の関係上、お１人

３分程度で取りまとめて、お願いしたいと思います。 

 

●新庄委員 

富山地方鉄道の新庄でございます。よろしくお願いいたします。 

前回のこの会議で公共交通のサービスというものが、利用者からすれば分かりづら

く難しいととらえられる傾向があると、このようにお話させていただいておりますが、

このことは県内全域に展開する地域交通ネットワークが、実際は複数の交通事業者の

路線を繋いで成り立つことからすれば、さらに考えなくてはならない問題だと思って

おりまして、このネットワークを生かすためにも、そういった複数の事業者の路線が

一体化したサービスとして、分かりやすくそして不安なく受け入れられるサービスと

して提供できるかということを考えて、そのための施策を具体化していく必要がある

んじゃないかというふうに思っております。 

そこで私たちは交通事業者でして、交通事業者の課題、役割としては、この複数の

事業者であったり、鉄道、バスといった別の交通機関で成り立つこのネットワークを

本当に一本の路線となるように、ダイヤであったり、運賃であったり、そういったサ

ービスの内容を、全県的な交通網の一部として考え、調整すること。こういったこと

が事業者に必要になってくると思っておりまして、その中でもまず、対応を求められ

るのは、ダイヤの接続だと考えております。 

ダイヤが接続していなければ、一つの移動サービスとして完結しません。もちろん

高頻度でパターン化されたダイヤの設定は、乗り継ぎにも自然に対応していますけれ

ども、やはり始発や終電、終バスなど特に低頻度時間帯の接続は設定に配慮すべきだ

と、このように考えております。 

それと駅やバス停の乗降場所間の距離が長い場合など、利用者が急ぐ必要のない接

続間隔など、細かい現地の実態の把握も必要でして。これもダイヤの接続調整として、

交通事業者が対処すべきことというふうに考えております。 

それとあわせて接続利用に関する運行情報をしっかり伝えなくてはならないと思

います。このサービスはすでにスマホなどを利用した情報サービスとしても提供され

ておりますが、最初に申しました、誰にでも、どういった層にもわかりやすく、不安
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なくといった観点からすれば、バスなど二次交通と接続する拠点駅などに、一目で分

かる案内表示などがあることは、乗り継ぎ利便性の充実のためには、必要ではないか

というふうに思っております。 

いずれにしろこのように富山県全域の地域交通サービスが一体化して、利便性が向

上するためには、それぞれの交通事業者のサービス要素のうち特にダイヤ、そして運

賃における連携が不可欠で、それらとあわせて、先ほど太田社長からもお話がありま

したように、特に路線バスの定時性の問題など根本的なサービスの内容、こういった

ものも合わせて対応されて充実しないと、品川委員からお話にありました、ＭａａＳ

などそういった高度化されたサービスも活かせないというふうに思っております。交

通事業者としては利用者の視点を重視して考えたいと思います。 

最後になりますけれども、こういった取り組み内容によっては非常に利便性が向上

しますけれども、一方で交通事業者の費用負担も大きく増えることもございまして、

その場合はサービスの安定的な供給には課題が残ってしまうと、いうことになります。 

これらサービスの向上であったり運営改善といったものを地域公共交通サービス

の充実として、自治体、そして地域の皆様と一緒になって考えていただくとともに、

結節拠点となります駅の活用についても、発展的に検討いただければというふうに考

えております。 

 

●長尾部会長 

ありがとうございました。ネットワークを組むにあたっての課題等、今ご指摘して

いただいたかと思います。 

複数の事業者が絡むので、やはり利用者にとって分かり易く、特にダイヤ、運賃等

においても一本化する努力が、事業者間において必要だというご意見をいただき、ま

た他にもたくさんのご指摘をいただいて、ありがとうございます。 

 

●渡辺委員 

高岡交通の渡辺です、よろしくお願いします。 

タクシーの立場で今回は二つだけ問題提起等、お願いをしたいと思います。 

一つは、中学生の自転車通学が、この冬季間になると安全のために禁止されてると

ころが多いんですね。学校によっては、その学校の 30％ぐらいの生徒さんが、通常自

転車通学しています。自転車通学の基本って、2.5 キロ程になってるそうですけど、

４キロぐらい離れた人達もいます。 

今はほぼ、お父さんお母さんが、祖父母の人がね、自動車で送ることになってると

思いますけど、これを全部の家庭でできるわけではなくて、やはりカバーしてやりた

いっていうのが必要ではないかなと。特に、こないだの 12 月の 20 日 21 日あたり、

道路も実際に除雪できないような状態で、歩いて来いってのは非常に危険ですよね。 

ですから、そういうところに対して、デマンドタクシーとかスクールバスとかそう

いうものを、バスは観光、冬季間はほとんどないです。そういう意味では、バスを利
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用した、バスとかね、タクシーのデマンドタクシーを利用した、そういうサポートが

できるような体制にして欲しいと。 

これを実現するためには、一番の問題は予約とキャンセル、どこに集まるかってい

うような情報集約の仕事を誰がするかなんですね。で、今はほとんど電話になると思

いますけど、最近は、中学生はほとんど親のライン使ってね。学校からの連絡もほと

んどラインでやっているので、ラインで受け付けてラインで配車するというようなこ

とが富山県の全県的にできないかなと。 

困っている生徒さんたちを助けてやることができないかということで、情報インフ

ラっていいますかね、配車と予約と組み合わせたような情報インフラの拡充、確立が

必要ではないかなというふうに思います。 

交通弱者っていうと、大体がお年寄りっていう感じですけど。この雪道の送迎とか、

もう一つは学童とか、塾とか、クラブ活動の終わった後の送迎ですね。ここら辺に目

を向けてやる必要があるのではないかと思います。 

 

●長尾部会長 

ありがとうございました。学童に対する、特に中学生の例を挙げていただきました

けど、冬季間において、学校の方で自転車通学を禁止しているということですので、

それに対する支援体制として、デマンドタクシー、デマンドバスという体制を組むこ

とができないかと。そのためには、情報インフラをいかに進めるかという課題がある

というご指摘をいただきました。どうもありがとうございました。 

 

●楠田委員 

お願いいたします。私の場合いろいろな視点から発言できる立場でありますので、

何点かございますが、時間内にお話できるようにお話したいと思います。高岡交通さ

んの後ということで、まずはタクシーについて、また送迎問題についてお話したいと

思います。 

最近タクシーが公共交通として位置付けられていて、お年寄りや先ほどお子さんの

お話がありましたけれども、地域の持続可能な地域内移動の確保にはやはり事業者協

力型の自家用輸送運送「ノッカルあさひまち」の取り組みがあるように、やはりタク

シーと他の移動手段を維持させていくっていうところで、大変大切な役割になってき

ているかと思いますので、自治体の皆さんも含めて、タクシーの位置付けを今後どう

していくか、今コロナで大打撃を受けて赤字の会社さんが多いと聞いていますので、

そちらの今後の維持というところも、バスや鉄道と同じような形でご検討される必要

があるかなと考えております。 

続きまして「my route」のお話、ＭａａＳについて先ほどトラフィックブレインの

太田社長からプレゼンがあったように、またトヨタモビリティ富山の品川社長からあ

りましたけれども、品川様のご説明の部分は、利用者の情報提供の部分が多かったか

と思うんですけども、バックエンド側の事業者や県、及び自治体の方にとってはトラ
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フィックブレインの太田社長のような形での運行計画や効率化の形での活用をする

という、役割が非常に大事になってきていて、そことの利用者側と運行側との双方の

利便性、効率化、ＤＸが行えるような形での開発を次のバージョンでご検討いただけ

たらなと。 

そこに今情報が載っていないとありましたタクシーであったり、「ノッカルあさひ

まち」のような送迎サービスであったり、田舎行くとですね結構やはり困るのが、そ

ういったバス以外の移動手段の情報ですので、こちら入ってらっしゃる事業者様に、

しっかり出していただくことを、利用者視点からお願いしたいなと思っています。 

あと最後に乗り継ぎなんですけども、地方においては定時性であったりとか、待つ

時間をどうするかなんですけども、おそらくこれからも本数が減ったり、待つ時間は

増えてしまいます。寒かったり暑かったり、怖かったり、いろんな思いをして利用者

さんは待ってらっしゃるかと思います。私も結構そういう思いをしたんですけど、逆

に待つことが楽しめるような空間にしていって、もっと待ちたかった、来ちゃったぐ

らいの空間をたくさん作る必要があるかなと。 

そうするとですね、沿線街づくりや、教育や観光の方々と一緒に交通部局の予算以

外を使ってですね、例えばまずはトイレをつくるであったりとか、暖がとれる、寒く

ない、暑くない、机がある、明かりがある、電源がとれる、そういったことを基本的

に、仕事や勉強がそこでしたくなる、井戸端会議がしたくなる、例えば鉄道の中、多

分規制があって難しいかもしれないんですけど、スーパーになって物が運ばれてくる

から移動スーパーみたいな形で、待っている方も、お迎えに行く方にとっても楽しい

ような、駐車場がちゃんとあるとか、そういったインフラを整えながら賑わいを活性

化する沿線まちづくりをしていっていただきたい。 

あと、車椅子の問題もあるかと思うので、そこは事業者様の予算では難しい部分だ

と思うので、自治体様、県の皆様と車椅子の段差のバリアフリーの問題、ご対応いた

だいて、シームレスな乗り継ぎの移動を検討いただけたらなと思っております。 

以上でございます。 

 

●長尾部会長 

ありがとうございました。数々ご指摘いただきましたが、その中で乗り継ぐ拠点に

なる駅が楽しくなるような、いわゆる快適に待てるような駅のインフラ整備等が必要

だということを、最後の方にご意見として、いただけたと思います。 

観光とか教育とかショッピングセンターとか地域の施設等とか、いろんな待ち方、

待っている人に対しての情報提供のあり方、また体験等も駅の中、駅の周辺で出来る

わけですので、それに対して対応していくには、ご意見があったように、いろんな部

署の予算を活用していくという考え方が伴ってくると思います。 

どうもご意見ありがとうございました。 

 

●川嶋委員 
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観光推進機構の川嶋です。よろしくお願いいたします。観光振興の立場から少し述

べたいと思います。 

北陸新幹線の敦賀開業を控え、公共交通機関、特に鉄軌道の利用志向が高い海外か

らの個人客の増加が今後見込まれますので、そういう意味では公共交通機関を利用し

た旅行ニーズが高まるのでないかと考えております。 

先ほど品川委員の方からも、交通と観光を組み合わせたお話がございましたが、私

どもも、公共交通サービスを利用した着地型の旅行商品の企画販売の強化が必要でな

いかなと考えております。 

こうした中で、地域交通サービスの乗り継ぎの円滑化というのは、やはり大切だと

思っております。ダイヤの調整だとか、臨時便の増発だとかそういうことも課題でな

いかと考えておりますが、インバウンドの関係から見ますと、運行情報の案内など、

多言語での案内表示がまだ十分でないので、外国人が理解しやすい、利用しやすい環

境整備が必要でないかと考えております。 

それと、先ほど楠田委員からもご指摘ありましたが、いくら接続の待ち時間を少な

くしようとしても、なかなかゼロというのは難しいと思います。特に観光客は一分一

秒を争っているわけではありませんので、待ち時間を利用して駅構内、或いはその隣

接の施設で楽しむ、快適に過ごすようなことを考えていけばいいと思います。 

一般的には、図書館があったり、ショッピングセンターなどの集客施設もあるわけ

ですが、全国的には景色が良い絶景だとか、温泉などが楽しめる、駅自体が観光の目

的となっているところもあります。富山県でも、特に地鉄さんの駅は非常に趣のある

駅舎もたくさんございます。そういう駅を組み合わせた魅力アップというか、情報の

発信が、考えられればいいのではないかと思っております。 

最後に、富山県に来る観光客の方はどうしても車で移動する方が多いんですが、公

共交通サービスを利用することによって、旅行先の生活に触れることにもなりますし、

地域住民との交流・接点を持つことにもなりますので、暮らしと環境の調和という持

続的な観光の意味からも、公共交通サービスの利用を促していきたいと思っておりま

す。 

そういう意味から、観光事業者・観光地からも、今までどちらかと言えば受け身だ

ったわけですが、積極的なアプローチをしていかなければいけないと考えております 

以上です。 

 

●長尾部会長 

ありがとうございました。観光客の視点に立って、ご意見をいただけたかと思いま

す。多言語の情報、観光サービスの情報案内等の整備、駅、或いは駅周辺で待つ場合、

先ほども楠田委員からも意見が出されておりますが快適に楽しく、そこで過ごせるよ

うな場所にしていただきたいというご意見も、観光客にとっても重要であるというご

意見をいただきました。 

 



 20 / 25 

 

●武内委員 

よろしくお願いいたします。皆さんのご発言をもとに、私ども商業の立場からちょ

っと発言をさせていただきたいと思います。 

今日いろいろお話をお伺いして、いわゆる部会の題名にもあります、サービスの連

携を高度化するということですけども、これが商業者にとって何で必要かということ

を、我々の視点からちょっと考えてみました。 

移動のスムーズ化というのは、やはりいわゆる滞在時間をどれだけ楽しくできるか、

行った先の滞在時間をどれだけ楽しくできるかっていうことにも、すごく繋がってい

るとは思っております。やはり時間というのは制限がありますので、私ども商業者の

立場からしますと、仕事をしていて、おいでになるお客様が、公共交通或いは自動車

の渋滞等々によって時間がなくなって滞在時間が少なくなるというケースはありま

すし、自分自身の経験でもあります。 

やはりその目的に対して交通機関のサービスの連携することが、その目的たる滞在

時間を楽しくできるかどうかということにもかかってるような気がしますので、我々

自身も、我々自身の環境だけではなくて、そこに来られる、或いはお帰りになるとい

うそういうその過程も一緒になって考えていく必要があるなというのは非常に感じ

ました。 

そういう意味では、先ほどの「my route」のデジタルチケットみたいな取り組みで

ありますとか、或いは先ほどの太田社長の「Ｍｙ時刻表」等々のお取り組みを、我々

商業者の方も把握しながら、利用しながらですね、その行き帰りのことまで含めて、

商業者と消費者との繋がりを持てると、滞在していただける時間もより充実したもの

にできるのかなというふうに思っております。 

先ほど楠田委員の話にもありましたけれども、いわゆる待ち時間というのはどうし

ても主語が、移動の方に置かれていると思いますが、待ち時間が待ち時間でなくなれ

ばいいということからしますと、それぞれ結節点においてもその場所自身の楽しみも、

何か商業関係者が一緒になっていろいろと考えることができたらいいのかなと思い

ます。 

近年、首都圏ではありますが、駅構内であるとか高架下或いは駅ナカに商業施設が

充実してきているのが見て取れるわけですけれども、そういうものを富山の中でどこ

まで考えることができるのか。 

可能性があるかどうか分かりませんが、富山は、バスの移動というものが公共交通

の場合多いと思うんですが、先ほどのお話にも出ましたが、そういうところでの滞在

時間を待ち時間ではなく楽しい時間、或いは楽しい道草の時間にできるかということ

から考えますと、バスの停留所付近の環境等々も、何か地域商業者、或いは関連する

ような人達で工夫を重ねられる可能性もあるのかなと思って、お話をお伺いをしてお

りました。 

商業者としましても、おいでいただくその時間を楽しくできるということにおいて、

今の乗り継ぎの問題も含めて交通環境も無関係ではないということから、一緒にテー
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ブルについて、いろいろと考える時間があったらいいなというふうに感想として持ち

ました。 

以上でございます。 

 

●長尾部会長 

ありがとうございました。待ち時間をいかに楽しく快適に過ごしていただくか、こ

ういうことに関して、地域の商業者も加わって、いろいろ対応を考えていきたいとい

うご意見をいただけたかと思います。 

 

●酒井委員 

シー・エー・ピーの酒井と申します、よろしくお願いいたします。私からは、特に

利用者といいますかユーザーの観点から改めて乗り継ぎについては大切な要素だと

思いました。 

それは主要となる駅周辺部の人とそれ以外の地域の人では、駅そのものの捉え方に

も大きなギャップがあると感じておりまして、つい、どこへ行こうかという出発地側

の人の発想に偏りがちですが、スムーズな乗り継ぎが実現すれば、目的地側の人から

その逆の移動意識も高まってくるんじゃないかなと。 

乗り継ぎの利便性と快適性がきちんと浸透していれば、互いの行動範囲が広がって、

双方向の交流であったり、盛り上がりであったり、満足度の向上に繋がるのではない

かなというふうに思っております。 

もう一つは、目的地の関係者と連携した地域交通のサービスの双方の需要の掘り起

こしとしまして、品川委員の方からお話あった、いろんなＭａａＳアプリもそうです

し、あとロケーションシステムで提供されているサービスも前提になるかと思います。 

駅ですとか移動中に、サイネージやアプリなどで、ある程度ユーザーの嗜好に沿っ

た選定されたサービスの情報ですとか、混雑遅延状況などがリアルタイムで確認でき

るということが浸透すると、随分心の距離が縮まるのではないかなというふうに思い

ます。楽しければ最高なんですが、この時間が無駄だとか、つまらないと思わせない

ことが大事かなと思いまして、位置情報や興味項目などを事前にがわかっていて、そ

ういったものが活用できれば、より良いのかなと思います。 

また、最後に目的地の関係者による鉄道駅などの利活用についてなんですけども。

これは一過性のものではなくて、常設や定期的な催しの開催などが、リピーターの獲

得に繋がるのではないかなと思います。よくありますが、例えば産地直売所やアンテ

ナショップ、展示みたいなもの、あとは音楽やダンス、絵画、作品、パフォーマンス

などの発表の場であったり、日常的な練習の場であったり、試食会や体験会やセミナ

ー、教室など、老若男女が集まるような広場、コミュニティスペース、そこに行った

ら何か面白いことやってるんじゃないかと思わせるような場所づくり、公民館的な役

割と言ってもいいかもしれませんが、それらが固定的であってもいいかもしれません

し、各駅を転々としてリレーイベントなどであっても広範囲にファンをふやすことに
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繋がらないかなというふうな想像をしました。 

以上です。 

 

●長尾部会長 

ありがとうございました。最後の方に目的地側の立場に於いて、従来もいろんなイ

ベント等が開催されて、どちらかといえば一過性で終わっている催事が非常に多かっ

たと思いますけど。そういうものに対して、常設ができる、或いはキャラバン的に、

或いはリレー方式的につないでいくというような、サービスの魅力のアップというも

のを提案していただけたかと思います。どうもありがとうございました。 

 

●品川委員 

大変参考になります。ご意見伺うことができて本当に良かったです。 

楠田委員からのご質問で、交通機関の乗り継ぎ等含めた使い勝手について、ユーザ

ーの方々からご意見をフィードバックする仕組みや考えがあるかということでした。 

「my route」にはアンケート機能がございまして、例えばあるデジタルチケットを

買われたお客様、ある地域に行かれたお客様、というようにターゲットを絞ってアン

ケートを取ることができますので、実際利用されたユーザーの方からの使い勝手、改

良の要望、フィードバックを受けることはできるようになっております。そういった

ことも、次のステップとして取り組んでいかなければいけないと思った次第です。 

それからプッシュ通知という話を先ほどもしましたが、あるターゲットを絞った

方々に、観光情報、イベント情報、また駅での待つ楽しみのようなものをアナウンス

するといった機能もありますので、各事業者の皆さんにＰＲしながら、「my route」

にとっては利用者アクセス、ＤＡＵの増加につながりますし、交通事業者さんにとっ

ても、目的地の皆さんにとっても、よりサービスの向上、利用の拡大、売上の増大、

ということにつながる、まさにウィン・ウィン・ウィンの三方よしの仕組みとして、

「my route」をさらにブラッシュアップできればいいのかなと思います。 

また「岩瀬おさんぽフリーチケット」が非常にヒットしたということで、同じよう

な形で、目的地の皆さん、また交通事業者の皆さん、そしてこのシステム展開する私

どものコラボで、新しいパッケージ商品を開発できないかなと思っておりまして、例

えば商店街連盟の皆さんですとか、観光事業者の皆さん、業界団体さんと連携するこ

とにより、新たなデジタルチケットやキャンペーンを組成できればと考えております。 

「岩瀬おさんぽフリーチケット」は、シー・エー・ピーさんや岩橋の各施設さんと、

私どもトヨタグループの若手のアイデアだったので、今後もアイデアを出していただ

く人の輪を広げられないかと考えております。「my route」の話ばかりになって恐縮

ですが、今日伺っていて、たくさんの人のお知恵、お力を借りながら、さらにこのよ

うな形での公共交通の利用促進に貢献できたらなと思った次第でありますので、今後

ともどうぞよろしくお願いいたします。 
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●長尾部会長 

ありがとうございました。「my route」にアンケート機能を付加されているという

ことですので、アンケートの結果等についてもこれから商品化とかサービス化に持ち

込むようなヒントがたくさん出てくるかと思いますので、分析のほどしっかりお願い

できればと思います。 

 それでは最後に県の立場として中川地域交通政策監も出席されていらっしゃいま

すので、中川政策監からご意見をお伺いしたいと思います。よろしくお願いいたしま

す。 

 

●中川地域交通政策監 

ありがとうございました。 

今日はサービス連携ということで、様々な視点からお話をいただきました。まずは

事業者さんの方で、ダイヤ等も含めて便利にしていくということが前提として提示さ

れた上で、運賃などの一体化に向けての事業者間での連携等も進めていく方向でとい

うことで、これは県民の側からの要望もたくさんあると思いますし、事業者さんの間

での連携も含めて、県や市町村なども一緒に考えながら、そういう便利な交通システ

ムを作っていくということが重要だということが確認されたと思います。 

それに加えて今日お話いただきましたのは、「my route」の話ですとか、太田社長

からはデータ分析ということが提起されまして、公共交通の利便性向上と、こういっ

たデータ連携或いはＩＴを利用したシステムの普及が相まって、さらに使いやすくな

ると思いますのでその辺りも大変前向きなご議論をいただけて、ありがたかったと思

います。 

それから観光或いは商業施設等々との連携ですが、目的地側になるところとの連携

などのお話もいただきましたので、これらを総合していきますと、かなり利便性も向

上していくと思いますので、この会議全体でのテーマとしていますウェルビーイング

の向上に向けての交通計画という方向にまた一つ前進するお話をいただけたと思い

ます。 

ありがとうございました。 

 

●長尾部会長 

どうもありがとうございました。これまで各委員から出たご意見をまとめていただ

いた部分もあったかと思います。 

以上で各委員の皆様のご意見をお伺いしたところです。予定の時間を 30 分ぐらい

経過していますが、本議会の方に報告いたさなければいけませんので、部会としての

取りまとめ案について、ポイントをしぼって説明させていただきたいと思います。 

サービス連携高度化の観点から議論を行っていただいたわけですが、地域交通ネッ

トサービスの目指すべき姿は、快適に乗り継ぐことを前提とした地域交通ネットワー

ク全体を、いかに構築するかということが、この部会のポイントになるのではないか
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と思いました。 

それを具体的に進めるにあたって、各委員の皆様からいただいた施策に繋がるよう

なご意見として、大きく二つに大別できるのではないかと考えました。 

１つは様々な地域交通サービスを、鉄道駅を中心にいかに繋げるかと。それに対す

る具体的な施策として、拠点となる鉄道駅での乗り継ぎ環境の整備これをどのように

行っていくか。パークアンドライドとかサイネージによる運行情報、鉄道駅で乗り継

ぐ、待っているというような感覚ではなくて、拠点の駅で乗り継ぐ時間、空間を楽し

く過ごせる。このような整備を具体的にどう行っていくかというご意見が多々あった

かと思います。 

2 点目として、地域交通サービス間の連携です。これに関しては、ダイヤ調整をい

かに行うかということと、もう一つが各サービスの提供されるサービスの高度化、バ

スの定時性の向上、これをどのように図っていくかと言うことです。特に地域交通サ

ービス間の連携におきましては、事業者によっては乗り継ぎ先を利するだけであって、

自社の利益に繋がりにくいという問題もあります。そのためには各事業者の取り組み

を見直すだけでは進まないので、基本的な方向等に基づいて自治体の積極的な関与に

よる仕組みを検討していく必要が問われているのではないかというと思います。二つ

目においては、そのような検討ポイントがあったと思います。 

それからもう１つの方向としてお得感、満足感、楽しい発見を得られるサービスの

提供を具体的にどうやっていくか。そのための具体的な方策として、目的地サービス

と地域交通サービスの双方向の需要の交流をいかに進められるかということ。 

それから 4点目として、目的地の関係者による鉄道駅等の利活用、これに関しては

各委員からも、多々ご意見を本日の部会においてもいただけたかと思います。 

もう一度整理をしてみますと、地域交通ネットワークサービスの目指すべき姿とし

て、快適に乗り継ぐことができる、こういうようなネットワークの構築がこれから問

われていると。 

その具体策として、様々な地域交通サービスを鉄道駅にいかにつなげるか。乗り継

ぎ環境の整備、それから域交通サービス間の連携と高度化をいかに図るか。 

それからもう一方の柱として基本方針に出されています、お得感、満足感、新しい

発見を得られるサービスをいかに提供できるかと。 

その具体的な策として、目的サービスと地域交通サービスの双方向の需要の掘り起

こしが求められている。それから、目的地の関係者による鉄道駅等の利活用をどう図

っていくかと、この２つによって、お得感、満足感、新しい発見を得られるサービス

を具体的にしていくというポイントが出されたかと思います。 

今日話していただいたご意見を踏まえて、今後のサービス連携高度化部会では、今

ポイントとして指摘しました４点の検討ポイントをもとに、具体的な方策、それから

関係者間の役割分担、責任分担等を今後、検討していくことになるかと考えておりま

す。 

以上、今日長時間にわたってご審議いただいた内容、抜けている部分もあるかと思
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いますので、私の集約した内容について、ご異議等があれば出していただきたいと思

いますが、全体的にこの内容でよろしいでしょうか。 

（委員から異議なし） 

では委員の皆様におかれまして反対意見もないようですので、年度内に開催予定の

第４回全体会議では、地域交通ネットワークの目指すべき姿の整理に向けて、ただ今

のまとめに沿って本日の部会の議論を報告させていただきますので、事務局の方で準

備をお願いしたいと思います。 

それでは本日の部会の議事につきましては、以上でございます。皆さんのご協力に

より、本日の議事について無事終了することができましたことに感謝を申し上げて、

事務局にお返ししたいと思います。 

 

４ 閉会 

 


